
序　　　　文
　

　このたび徳島大学蔵本キャンパスで実施された埋蔵文化財発掘調査の報告書第1巻が刊行さ

れることになった。今回報告されるのは、主に医学部同窓会館「青藍会館」地点、長井記念ホー

ル地点、医療技術短期大学部校舎増築地点、酵素科学研究センター（現分子酵素学研究センター）

地点の４地点における調査結果である。埋蔵文化財調査室や施設部をはじめ、種々の形でこれ

らの調査および報告書作成に関係された方々に心から御礼申しあげる。

　青藍会館地点の調査では弥生時代前期の集団墓地が発見され、医療技術短期大学部地点の調

査では同じく弥生時代前期の河道が発見された。その河底からは日本列島最古の腰掛が出土し

た。酵素科学研究センター地点の調査でも同じ時期の灌漑用水路が発見され、徳島県最古の資

料として評価された。いずれも弥生時代前期の新資料であり、これらの報告内容をみると、蔵

本キャンパスが徳島県における弥生時代前期の中心地帯であったことがあらためて実感される。

今回報告する資料はもとより、これまで15次にわたる調査によって出土した資料は、各方面

で第一級の文化財として高い評価を受けていると聞いている。これらの成果が学術報告書とし

て刊行できる運びになったことは我々にとって大きな喜びである。

　学内における埋蔵文化財の調査に関しては、その方式や体制をめぐり試行錯誤を続けてきた

が、武田克之前学長をはじめとする関係者のご努力のおかげで、平成4年に全学の委員会とし

て埋蔵文化財調査委員会が発足し、同委員会のもとに埋蔵文化財調査室が設置されることに

なった。研究室は医学部附属病院構内に設けられ、当初は1名の専従職員を置いて出発したが、

その後、学内の再開発が本格化したのに伴い職員の増員がはかられた。

　医学部附属病院の再開発のため、現在、新病棟の建築工事が急ピッチで進められている。し

かし計画全体からみれば、まだ最初の段階にすぎず、今後も埋蔵文化財に対する保護対策は不

可欠である。本学としても、再開発計画との調和を保ちつつ、これからの調査が円滑に行なわれ

るように支援したいと考えている。

　おわりに、徳島大学埋蔵文化財調査室の設置までの間、献身的にご尽力いただいた岡内三眞

早稲田大学教授（当時総合科学部教授）、ならびに初代調査室長としてご苦労いただいた東潮総合

科学部教授に感謝申しあげる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳島大学長　　　　　　　　　　　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齋　藤　史　郎





例　　　言

1　本書は徳島市庄遺跡の徳島大学構内地区（庄・蔵本遺跡）に対して徳島大学が実施した埋

　蔵文化財発掘調査の報告書第1 巻である。調査地の地籍については各章の文中に示した。

2　本書に収録したのは青藍会館地点（第6次調査）、長井記念ホール地点および薬学部実験研

　究棟地点（第8次調査）、医療技術短期大学部校舎増築地点（第9次調査）、酵素科学研究セ

　ンター地点（第10 次調査）において実施された調査結果である。

3　調査の担当者は第6次調査が岡内三眞（当時徳島大学、現早稲田大学）・河野雄次（当時徳

　島大学、現板野町教育委員会）、第8次調査が岡内三眞、第9・10 次調査が東潮・北條芳隆

　である。

4　本書で使用するレベル高は海抜を示し、方位は磁北を示す。

5　遺物の整理・復元・実測作業は徳島大学埋蔵文化財調査室にて実施し、北條芳隆、中村豊、

　山本愛子、上田淑子、岸本多美子、原多賀子、安山かおりが主に担当したほか、河野雄二

　（1986 年５月まで）、北條ゆうこ（1996 年 3 月まで）、井本尚子（1997 年 9 月まで）が各

　在職中に担当した。

6　石器石材の鑑定は石田啓祐氏（徳島大学）によるものである。

7　図面の製図は山本愛子、岸本多美子、上田淑子が担当した。

8　本書の写真撮影は各調査担当者が実施した。遺物の写真撮影は中村豊が主に担当し、一部

　を北條芳隆が分担した。

9　本書の執筆は岡内三眞、河野雄次、北條芳隆、橋本達也、中村豊が分担した。それぞれの

　分担は目次に示す。

10  本書の編集は東潮の助言のもと北條芳隆が行った。

11  本書に収録した資料は徳島大学埋蔵文化財調査室で保管している。　

庄・蔵本遺跡の位置
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